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ガボン共和国月報（２０１５年４月） 

２０１５年４月号 

在ガボン日本国大使館 

主な出来事 

【内政】 

●２０１５年政府予算修正案の閣議承認 

●ロゴンベ前上院議長の死去 

●有力野党指導者の死去 

【外政】 

●ボンゴ大統領のＥＣＣＡＳ事務局長との会談 

●ボンゴ大統領のＣＥＭＡＣ事務局長との会談 

●ボンゴ大統領によるコートジボワール訪問 

【経済】 

●ＣＥＭＡＣによる加盟国域内経済成長予測：４．２％ 

●光ファイバー通信網及び海底通信ケーブルの開発 

●中国 Addax社従業員による無期限ストライキ 

 

 

【内政】 

１ 野党ＵＰＧの内紛 

野党ＵＰＧにおいて，執行委員会の決定を無視して身勝手な言動をとったとしてムバンバ

書記長がンブンバ・ンジエンギ幹事長によって党から追放された。それ以降，同党内で緊

張が高まっており，分裂の危機に直面している。（２日付ＵＮ） 

２ ボンゴ大統領のポールジャンティ訪問 

４日，ポールジャンティを訪問したボンゴ大統領は，ポールジャンティ－オンブエ間の道

路建設及びポールジャンティ空港改築の進捗状況を確認した。（７日付ＵＮ） 

３ ボンゴ大統領による女性リーダーたちとの懇談 

７日，ボンゴ大統領は，自ら２０１５－２０２５年を「女性の１０年」と定めたマコク宣

言を実行に移すため，２０数名の女性リーダーと昼食を取りながら女性の社会進出・労働

活動の促進等につき意見交換した。 

４ 当局による野党集会の阻止 

９日，野党連合「野党統一戦線」（ＦＯＰＡ）は首都リーブルビル市内リオ広場において集

会を開催する予定であったが，当局から開催の許可が下りていないとして，警察及び警官

隊は同広場に繋がる全ての道を封鎖し，野党指導者及び支持者のアクセスを阻止した。（１

０日付ＵＮ） 

５ ２０１５年政府予算修正案の閣議承認 

昨今の油価低迷による石油収入の大幅減額の見通しを受け，１０日の閣議において，昨年
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１０月に承認された２０１５年政府予算案の修正が承認された。予算総額は，当初案の３

兆７３３億ＣＦＡフラン（約４６．９億ユーロ）から４，２２１億ＣＦＡフラン（約６．

５億ユーロ。当初案の１３％相当）減額し，２兆６，５１２億ＣＦＡフラン（約４０．４

億ユーロ）となった。（１０日付官報） 

６ ロゴンベ前上院議長の死去 

１０日，２００９年に暫定大統領を務めたロゴンベ前上院議長が療養先のパリで死去した。

享年７３歳であった。（１１日付ＧＲ） 

７ 与党による集会開催 

１１日，与党ＰＤＧは「平和のための行進」をリーブルビル市内で実施した。ボンゴ大統

領は，野党の象徴的な場所であるリオ広場で演説を行い，ガボン国民は先祖代々継承して

きた愛国心，祖国への敬意及び国家の統一を責任を持って引き継いで行く必要がある旨述

べ，右価値観に反する暴力によって国家の二分を企む野党勢力の言動を批判した。（１３日

付ＵＮ）。 

８ 有力野党指導者の死去 

１２日１２時，最有力野党・国民連合（ＵＮ）のカリスマ的指導者であるアンドレ・ンバ・

オバム幹事長が療養先のカメルーン・ヤウンデで死去した（享年５７歳）。同氏は，２００

９年大統領選挙でアリ・ボンゴ大統領に敗れた後に原因不明の重度の病に冒され，チュニ

スでの治療のため２０１３年１０月５日にガボンを出国していた。２０１６年大統領選挙

に向けて結束を図っていた野党は同氏の帰国を強く待ち望んでいただけに，同氏の死去は

野党指導者及び支持者に大きな動揺を生んでいる。（１３日付ＵＮ） 

９ ベナン大使館に対する放火・破壊行為 

１２日１９時３０分頃，首都リーブルビル市内アンシエンヌ・ソブラガ地区に位置するベ

ナン大使館が何者かによって放火され，同建物一部が崩壊及び延焼した。同日１２時頃に

野党・国民連合（ＵＮ）のアンドレ・ンバ・オバム幹事長が療養先のヤウンデで死去して

いることから，同犯行は，同カリスマ的指導者が病死に至った直接的な原因はベナン出身

のボンゴ大統領側近が間接的に毒殺を図ったことにあるとの見方を信じ，同幹事長の死去

を契機に同官房長に対する恨みを晴らそうとした野党支持者によるものであるとの見解が

当地で一般的である。（１３日付ＡＦＰ，ＧＲ） 

１０ ボンゴ大統領によるムイラ訪問 

１４日，ボンゴ大統領はングニエ州ムイラを訪問し，ムイラ－ンデンデ間及びンデンデ－

チバンガ間の幹線道路建設の進捗状況につき説明を受けた。また，Olam 社のヤシ園やフガ

ム近郊に位置するマンディル士官養成学校を訪問した。（１４日付ＵＮ） 

 

【外政】 

１ ガボン・ＥＣＣＡＳ／ＣＥＥＡＣ関係 

１日，ボンゴ大統領は，アハマド・アッラームミ中部アフリカ諸国経済共同体（ＥＣＣＡ

Ｓ／ＣＥＥＡＣ）事務局長と会談し，当該地域におけるボコ・ハラムの脅威及びその対策
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につき協議した。（１日付ＵＮ） 

２ ガボン・ブルンジ関係 

１日，ボンゴ大統領は，ンタカルリマナ特使からンクルンジザ大統領の親書を受け取り，

二国間関係の強化及びブルンジが関心を寄せる「ガボン台頭化戦略計画」（ＰＳＧＥ）につ

いて意見交換を行った。（１日付ＵＮ） 

３ ガボン・ＣＥＭＡＣ関係 

７日，ボンゴ大統領は，ムサ中部アフリカ経済通貨共同体（ＣＥＭＡＣ）事務局長の表敬

を受け，油価低迷の影響を受ける域内加盟国の経済情勢及びＣＥＭＡＣ臨時事務局のリー

ブルビルでの開設（注：国内情勢の悪化を受けてバンギの事務局は閉鎖）につき協議を行

った。（８日付ＵＮ） 

４ ガボン・国連関係 

２１－２３日，当地訪問中の国連薬物犯罪事務所（ＵＮＯＤＣ）専門家は，ガボン不正利

得撲滅委員会（ＣＮＬＣＥＩ）と共に，ガボンの公的・民間セクターにおける腐敗の実態

につき調査・分析を行った。ＵＮＯＤＣは，ガボンに対し，同国が２００４年に批准した

国連腐敗防止条約の適用，技術支援及び汚職予防・撲滅に向けた国際協力の促進に係る協

力を行っている。（２１日付ＧＲ） 

５ ボンゴ大統領によるコートジボワール訪問 

２５日，ボンゴ大統領はアビジャンを訪問し，本年１０月の大統領選挙に向けたウワタラ

大統領の立候補公認式典に出席した。（２６日付ＰＲ） 

 

【経済】 

１ ＣＥＭＡＣによる加盟国域内経済成長予測 

中部アフリカ経済通貨共同体（ＣＥＭＡＣ）は，２０１５年の加盟国全体での予測経済成

長率は４．２％に上る旨発表した（２０１４年は４．４％）。また，インフレ率は２．８％

及び財政黒字は域内総生産比６．３％になる旨予測。（２日付ＵＮ） 

２ ガボン国内におけるインターネット通信障害の発生 

３日，リーブルビル市内に敷設されているガボン・テレコムの海底通信ケーブルが人為的

に３カ所で切断せれているのが発見された。これにより，国内のインターネットは４日間

通信不能に陥り，官庁，企業及び商店等で混乱が生じた。（４－６日付ＧＲ） 

３ モロッコ CimGabon社への資本投入 

９日，モロッコ Cimaf グループ副社長はオナ・オンド首相と会談し，CimGabon 社に対して

再度資本投入する考えであるとの株主の意向を伝えた。オナ・オンド首相は，国内におけ

るセメント需要は７０万トンに上るとして，CimGabon の株式２５％を保有同グループに対

してセメント生産量を現在の４０万トンから１年間で９０万トンまで引き上げる旨要請し

た。（１０日付ＵＮ） 

４ 光ファイバー通信網及び海底通信ケーブルの開発 

８日，ガボン政府は，公益法人 Spin社及び Axion/Bouygues Energie & Services社との間
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で，光ファイバー通信網国内拡張計画（フェーズ１）及びＡＣＥ（海底ケーブル）の敷設

計画に係る協定の署名式を開催した。右協定により，Spin 社が右計画の責任者となり，

Axion/Bouygues 社が開発，メンテナンス，オペレーターやプロバイダーに対する販売を担

うことになる。なお，本計画は世銀から５，８００万米ドルの融資を受けて実施される。（９

日付ＵＮ） 

５ 中国 Addax社従業員による無期限ストライキ 

１４日，中国 Addax 社従業員が無期限ストライキに突入したため，同社は，日量２２，０００バレル

を生産するオバンゲ鉱区及びツィエンギ鉱区での生産を停止せざるを得なくなった。１７日時点で

の同社の経済損失は２２億ＣＦＡフラン（３００万ユーロ相当）に上っている。（２１日付ＵＮ） 

 

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)､ＧＮ（ガボン・ニュース電子

版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガボ

ン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュース） 


